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水素とエチレンとを混合した溶断用ガス（ハイドロカットガス）は，逆火が起こりにくいこと，輻射熱が小さいこと，

CO2排出量がアセチレンに比べ 70％削減可能であること，ススが出にくいことなどの利点がある。この混合ガスは，燃焼

温度が 2800℃でありガス溶射に適用できる可能性があるとともに，既存のガス容器を利用できるメリットがある。そこ

で，水素エチレン混合ガスの溶射への適用可能性を検討した。溶射材料はステンレス，鉄鋼，モリブデン，アルミニウム

合金，亜鉛合金を用いた。 

その結果，水素エチレン混合ガスを用いた溶射皮膜は，表面粗さ，空孔率および酸化度が低くなることが分かった。一

方，引張密着力特性には大きな差はなかった。なお，飛行中の溶射粒子温度はアセチレンガスと水素エチレン混合ガスと

で大きな違いはないが，溶射粒子速度はアセチレンガスの方が高速であった。 
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*1 本研究は 2016年度日本溶射学会第 104回全国講演大会（2016年 11月）で発表した。 
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